
第４節　河川激甚災害対策特別事業（河川激特）

　台風１９号のもたらした大雨により、東郷池周辺の人家、旅館、約７６０戸が床上、床下浸水し、約２５０ヘクタールの田畑が冠水、被害総額は約４０億円に達した。特に東郷池周辺地帯の浸水被害で改めてこの東郷池水系の治水対策の遅れがクローズアップされた。台風直後、羽合、湯村、東郷、前田両町長は上京し、建設省に強く陳情すると同時に県選出の国会議員にも強力な援助を依頼した。一方鳥取県土木部では、この台風を契機に県下で初の「河川激甚災害対策特別緊急事業」（以下「河川激特」という）の実施を計画した。この「河川激特」の採択基準は非常に厳しく、全国でも年に数件といわれるほどの事業であるが、羽合、東郷両町長の陳情と、国会議員の方々の強力なバックアップにより、鳥取県で初めての「河川激特」として採択された。事業は今まで計画されていた中小河川改修事業と合わせて、昭和６２年から始められ事業費４０億円、５か年計画で橋津川改修工事を全部完成させるものであり、改めて昭和６３年１０月３日に羽合、東郷両町関係者をはじめ、地権者や、国会議員ら約２３０名が参加して安全祈願祭と起工式が行われた。

　以来改修工事は順調に進められ平成２年１月２０日に水門の通水式が行われ、橋も次々と完成され平成３年の完成を目指して工事は急ピッチに進んでいる。
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